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：上半サイズ
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掘　削　工　法
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地　山　強　度　比
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資

調

査

地　　　　　　　質

（㎞／ｓ）弾性波速度
地

OsaOslOsl RｙRｙOsl

流紋岩溶岩 流紋岩貫入岩
流紋岩溶岩

流紋岩貫入岩 流紋岩溶岩 流紋岩自破砕部

2.0～2.50.8～2.5 2.5～3.0 3.0～3.5 2.5～3.0 3.0～3.5 2.5～3.0 3.0～3.5 2.5～3.0

10.3338.0 16.45 14.74 11.96

フォアポーリング ロックボルト

L   =3.0

P1=0.6

P2=1.0

L   =4.0

P2=1.0

P1=1.2

P2=1.0

P1=1.2

L   =4.0

ロックボルト ロックボルト

L   =3.0

P1=1.5

P2=1.2

250 150 100

：下半サイズＳ

：間　　　隔（ｍ）Ｐ

２

１

S1 ： H-200

S2 ： H-200

P   = 1.0 P   = 1.0

S1 ： H-125

S2 ： H-125

P   = 1.2

S1 ： H-125

S2 ： 

・流紋岩溶岩と流紋岩貫入岩の境界であり、暗灰～褐色を呈する。

・自破砕部主体の流紋岩溶岩および硬質な流紋岩貫入岩が不規則に分布する。

・No.12+18～No.13+7間では亀裂発達し、5～10ｃｍの亀裂間隔である。

・No.13+7より終点側では亀裂少なく、50ｃｍ前後の亀裂間隔となる。

・亀裂は密着している。

・変質は珪化変質部が不規則に分布し、亀裂面沿いが緑色を呈する。

・亀裂は30～50ｃｍの間隔であり、流理面沿いおよび地質境界付近でみられる。

・自破砕部の一軸圧縮強度は8.7～16.4MN/㎡(平均15.4MN/㎡)を示す。

・超音波伝播速度vp=1.975～2.373km/s(平均2.208km/s)。

・自破砕部を中心に緩みが発生し、岩塊が抜け落ちる可能性あり。

・流紋岩溶岩が分布する。

・自破砕部を伴う塊状の岩盤であり、弱い流理構造見られる。

・亀裂の分布少なく、亀裂間隔はおおむね49.4cmある。

・亀裂は流理構造沿いに発達するもの多いが、おおむね密着している。

・一軸圧縮強度は溶岩で3.5～18.9MN/m (平均14.0MN/m ）

　を示し、岩片は硬い。

・超音波伝播速度vp=1.487～2.223km/s(平均2.172km/s)

 を示す。

・自破砕部はNo.12+5～No.12+10間で顕著となり、軟質化し

　亀裂発達している。

・自破砕部を中心に緩みが発生し、岩塊が抜け落ちる可能性あり。

・起点側坑口部。

・流紋岩溶岩が分布。

・亀裂の発達する岩盤である。

・亀裂面沿いは褐色化が進み、開口気味である。

・岩片は硬質である。

（一軸圧縮強度は平均的に16.0MN/m程度）。
2

2

・暗灰色の新鮮な流紋岩溶岩が分布する。

・流理構造の顕著な多孔質岩である。

・亀裂構造は21.1cmである。

・亀裂は流理面にそって発達し、密着している。

・一軸圧縮強度は32.6～48.9MN/㎡(平均41.2MN/㎡)の値を示す。

・超音波伝播速度vp=2.611～3.182km/s (平均2.889km/s)を示す。

・凝灰角礫岩様を呈する流紋岩溶岩の自破砕部からなり、岩相変化が激しい。

・亀裂は少なく亀裂間隔は56.3cmである。

・変質進んでおり、脆い部分が不規則、頻繁に分布する。

・亀裂には粘土を挟む部分もある。

・一軸圧縮強度は1.4～19.7MN/㎡(平均9.2MN/㎡)の値を示す。

・超音波伝播速度vp=1.315～2.909km/s (平均2.147km/s)を示す。
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トンネル延長　L=655.10m

補助ベンチ付全断面掘削工法（発破掘削）

ト　ン　ネ　ル　縦　断　図
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土被り１.5Ｄ

・暗灰色の新鮮な流紋岩溶岩が分布する。

・流理構造の顕著な多孔質岩である。

・亀裂構造は21.1cmである。

・亀裂は流理面にそって発達し、密着している。

・一軸圧縮強度は32.6～48.9MN/㎡(平均41.2MN/㎡)の値を示す。

・超音波伝播速度vp=2.611～3.182km/s (平均2.889km/s)を示す。

13.64

明巻工　Ｌ＝44.10ｍ トンネル工　Ｌ＝611.00ｍ

補助ベンチ付全断面掘削（発破掘削）上下半交互併進ショートベンチカット工法（発破掘削）
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施工基面＋15ｍ

土被り１Ｄ

土被り２Ｄ

1.5～2.0
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Osl

Osa

0.8～1.5

dt

0.5～0.8
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新鮮部
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dt
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300 300(450) 350(500)

L=445.0m L=43.0m L=59.0m
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OslOsaOsl

流紋岩溶岩 流紋岩溶岩流紋岩自破砕部
崖錐堆積物

2.5～3.0 3.0～3.5 2.5～3.0
2.0～
2.5 3.0

2.5～
2.0～2.5 2.0～2.5

2.0
1.5～

1.5～2.0 0.8～1.5 0.5～0.8

11.96 12.52～21.12 20.4～30.6

ロックボルト

L   =3.0

P1=1.5

P2=1.2

ロックボルト

L   =4.0

P1=1.2

P2=1.0

P1=0.6

P2=1.0

L   =9.5

AGF注入式長尺鋼管先受け

P2=1.0

P1=1.2

L   =4.0

ロックボルト

100 250150

P   = 1.2

S1 ： H-125

S2 ： 

P   = 1.000

S1 ： H-125

S2 ： H-150

P   = 1.000

S1 ： H-200

S2 ： H-200

・流紋岩溶岩が分布し、弱風化部が不規則状に分布する。

・新鮮部は青灰色を呈し、弱風下部は淡褐色を呈する。

・塊状岩であり弱い流理構造認められる。

・5～10cmの間隔で白色の細脈がみられ、流理面に沿って斜め亀裂分布する。

・亀裂間隔は弱風化部で5～20cm主体、新鮮部は50cm前後主体である。

・密着亀裂主体であるが、弱風化部では一部開口している。

・淡褐色を呈する弱風化部が不規則状に分布するが、強度的に問題はない。

・一軸圧縮強度は22.2～36.0MN/㎡(平均28.1MN/㎡)の値を示す。

・超音波伝播速度vp=1.858～2.954km/s (平均2.304km/s)を示す。

・風化した流紋岩溶岩が分布する。

・流理面に沿った斜め亀裂のほか、縦亀裂も発達する。

・亀裂間隔は10cm前後主体である。

・亀裂の大部分は開口している。

・本層の上位に分布する自破砕部との境界では変質進んでいる。

・割れ目沿いに粘土を挟む部分もある。

・一軸圧縮強度は15.5～34.9MN/㎡(平均26.9MN/㎡)の値を示す。

・超音波伝播速度vp=1.858～2.958km/s (平均2.434km/s)を示す。

・終点側坑口部。

・流紋岩溶岩。天端にはN値20前後のルーズな転石混り崩積土が分布する。

・流紋岩溶岩は全体に風化進行している。

・亀裂間隔は5～10cm前後主体。

・亀裂は大部分開口している。

・転石は最大で2～3m大である。

・溶岩の一軸圧縮強度は15.5～26.0MN/mを示し、岩片は硬い。

・凝灰角礫岩様を呈する流紋岩溶岩の自破砕部からなり、岩相変化が激しい。

・亀裂は少なく亀裂間隔は56.3cmである。

・変質進んでおり、脆い部分が不規則、頻繁に分布する。

・亀裂には粘土を挟む部分もある。

・一軸圧縮強度は1.4～19.7MN/㎡(平均9.2MN/㎡)の値を示す。

・超音波伝播速度vp=1.315～2.909km/s (平均2.147km/s)を示す。
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トンネル延長　L=655.10m

※（　）内はインバートを示す。

上下半交互併進ショートベンチカット工法（発破掘削）補助ベンチ付全断面掘削工法（発破掘削）
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土被り１.5Ｄ

地質 記号 分布・主な特徴

現河床堆積物 rd

xsm1.25;　現河川区域に分布する。

　未固結ルーズな礫・礫混じり土砂等からなる。

　分布層厚は５ｍ以下と考えられる。

崖錐堆積物

xsm1.25;　調査地内の山脚部、緩斜面部に分布する。

　未固結ルーズな礫混じり土砂・岩塊混じり土砂からなる。

　終点側抗口部では最大層厚１５ｍ前後であり比較的厚く分布する。

段丘堆積物

xsm1.25;　叶津川、餅井戸川流域に分布する。

s*;　現河床から３～５ｍ高位の平坦面を構成する。

　玉石・礫混じりの砂礫、砂質土主体とみられる。

　分布層厚は５ｍ以下と考えられる。

xsm1.25;　計画トンネルの起点側に分布する。

　大塩層中に貫入した流紋岩岩脈である。

　露頭では起点側で柱状、板状節理が発達している個所が確認され、

終点側でも５０ｃｍ～２ｍ規模の小規模な岩脈が確認される。

　岩質は非常に堅硬である。

　コアでは淡灰～暗灰色もしくは淡紫灰色呈する塊状岩であり、

自破砕状の岩相を呈する部分も認められる。

　硬質な部分もあるが、全体としてはハンマー数回の打撃で割れる

ものがほとんどであり、工学的には軟石Ⅱ程度に区分される。

　　流紋岩溶岩流であり、岩相から溶岩流の自破砕部及び溶岩に区分する。

xsm1.25;　凝灰角礫岩様を呈する部分もあるが、軽石を取り込んでいないこ

と、および溶結し基質と礫状部の区別が不明瞭な部分も多いことか

ら溶岩流の自破砕部として区分した。

　全般に弱く変質しているようであり、淡緑灰～暗緑灰色を呈する

部分が多い。

　ガラス質の部分多く認められる。

　珪化変質により硬くなった部分もあるが、大部分はハンマー軽打

で割れやすい。工学的には軟岩Ⅰ程度に区分される。

xsm1.25;　淡紫灰～暗灰色を呈する。

　斑晶はおおむね１ｍｍ以下であり比較的小さい。

　真珠岩質、ガラス質の部分を伴う。

　流理構造が発達し、発泡している部分多い。

　工学的には軟石、もしくは軟石Ⅱ程度に区分される。

dt

td

流紋岩貫入岩 Ry

Osa

Osl

時代

・暗灰色の新鮮な流紋岩溶岩が分布する。

・流理構造の顕著な多孔質岩である。

・亀裂構造は21.1cmである。

・亀裂は流理面にそって発達し、密着している。

・一軸圧縮強度は32.6～48.9MN/㎡(平均41.2MN/㎡)の値を示す。

・超音波伝播速度vp=2.611～3.182km/s (平均2.889km/s)を示す。

13.64 10.21

トンネル工　Ｌ＝611.00ｍ

補助ベンチ付全断面掘削（発破掘削）

福島県南会津建設事務所

アジア航測株式会社

トンネル縦断図

S=1:500

設 計

測 量

縮 尺

H28.6

図面番号

技術者

管　理

技術者

主　任― ― ―

南会津郡只見町大字叶津　地内

令和 7 年度　 工事番号 第25-41360-0023号

道路橋りょう整備(交付)工事(トンネル)

実施設計

4/112


	シートとビュー
	1

	2

